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曇四

一

網

説

由
來
金
剛
般
若
経
と
灘
宗
と

は
其
の
關

係
頗
る
深
く
、
支
那
灘
宗
第
六
祀
慧
能
大
師
が
町
に
薪
を

欝

ぐ

に

當

つ

て
、
客
の
諦
せ
る
金
剛
経

の

一
節

を
聴
き
て
五
祀
弘
忍

に
見
え
し
事
實

は
、
叢
林
の
雛
僑
竜
樹
熟
知
す
る
所
な
ウ
。

本
経
中
の
是
法
季
等
無
レ有
喬

下
一是
名
昌阿
糎
多
羅
三
貌
三
菩
提
一の
文
、
並
び
に
善
男
子
善
女
人
、
受
二持
讃
=諦
此
脛
一

若
爲
レ人
輕
賎
、
是
人
先
世
罪
業
鷹
レ喧
昌悪
道
一、
以
昌今
世
人
輕
賎
一故
、
先
世
罪
業
則
爲
昌清
滅
騨、
當
γ得
昌阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
,の
文
、
及
び
、
過
去
心
不
可
得
、
現
在
心
不
可
得
、
未
來
心
不
可
得

の
文
等
は
併
び
に
古
來
公
案
と
し
て
實

屡
實
究
さ
れ
來
う
し
露
な
る
が
故
に
、
是
に
關
聯
し
て
彼
の
本
経
に
精
通
せ
る
の
故
を
以
て
周
金
剛
王
と
自
稻
せ
し

徳
山
宣
竪
撞
著

の
更
實
を
始
め
と
し
て
、
幾

多
の
話
柄
生
ぜ
し
、
叉
た
所
以
な
き
に
非
ず
。

二

金
剛
般
若
諸
脛
の
羅
出

経
録
を
案
ず

る
に
、
梁
代
僧
茄

の
出
三
藏
記
集

畑
縢
藻
欄
諜
悌
富
巻
、
二

に
は
眺
秦
鳩
摩
羅
什
三
藏

に
金
剛
般
若
経

一
巻

の
課

出
あ
る
こ
と
を
記
し
、
法
経
録

は
留
支
諜
を
追
記
し
衣
で
費
長
房

は
其

の
撰
歴
代
三
寳
記
纒
靴
薦
鞭
嘲
怖
が
巻

七
八
に
羅
什
に
金
剛
般
若
経

一
巻

の
鐸
出
あ
る
こ
と
を
二
秦
録
に
よ

つ
て
認

め
、
元
魏
菩
提
流
支
の
鐸
出
に
關
し
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金
剛
般
若
紹
脳
の
研
究

(
二
)

金
剛
般
若
波
羅
蜜
経

一
叢

麺
懸
器

懇

鷺

謹
蠕

朗
箋

と
記
し
て
、
本
馨

出
の
年
時
、
場
所
、
筆
受
者

名
と

、
羅

什

鐸
と

の
關
…係

を
明
記

し
、

法
上
録

に
依
る
旨

を
指

摘

せ
6
。

更
に
眞
諦
三
藏
轟

羅

臨

歳

巻
・
八
七

に
關
し
て
、

金
剛
般
若
波
羅
蜜
経

霧

難

暴

騰

辮

〃離

醍

と
記
載
せ
り
。
彦
踪
録
、
是
を
受
け
、
静
泰
録
、
更
に
玄
弊

謬
を
追
記
し
、
内
典
錬
は
、
略
ぽ
静
泰
録
の
説
を
踏
襲

せ
う
。

更
に
下
り
て
智
昇
は
開
元
繹
脛
録
燭
耽
灘
鯉
礁
櫛
計
籍

五
八
三
に
、

金
剛
般
若
波
羅
蜜
経

一
巻
、
含
衛
國
挑
秦

三
藏
鳩
摩
羅
什
課

第

一
課
、

金
剛
般
若
波
羅
蜜
経

一
巻
、
婆
伽
婆
元
魏
天
竺
三
藏
菩
提
留
支
課

第

二
課
、

金
剛
般
若
波
羅
蜜
脛

一
巻
、
砥
樹
林
陳
天
竺

三
藏
置
ハ諦
課

第
三
課
、

能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経

一
巻
、
室
羅
筏
大
唐
三
藏
玄
弊
詳

出
昌内
典
録
一

第
四
課
、

能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経

一
巻
、
名
稻
城
大
唐
天
后
代
三
臓
義
澤
繹
繍
編
翫
錬

右
五
経
同
本
異
課
、
其
第
四
本
能
断
般
若
、
貞
観
二
十
二
年
沙
門
玄
群
、
從
レ駕
於
二玉
華
宮
弘
法
壷

課
、
後

至
二

顯
慶
五
年
輯、
於
昌玉
華
寺
翻

二大
般
若
一帥
賞
】第
九
能
断
金
剛
分
噂、
全
本
編

入
更
不
重

翻
准

二諸
経
例
一合
入

大
部
一

者
即
同
昌別
生
一、
此
録
之
中
不
レ合
重

載
一爲
事與
二沙
門
義
浮
繹
一者
名
同
轟、
恐
レ有
二差
錯

一故
復
出
γ之
陀
繍
諜
蟹

と
記
し
て
本
経
の
課
出
年
時

(
慈
恩
大
師

は
其

の
著
賛
述
に
貞
観
二
十
三
年
な
今
と
云

へ
り
。
異
本

は
二
十
年
に
作

2



る
)
謬
揚
を
示
し
、
大
般
若
六
百
巻
四
庭
十
六
會
中
の
第

二
庭
第
九
會
室
羅
筏
城
給
孤
猫
園
読
能
断
金
剛
分

は
、
正

に
本
経
に
し
て
、
後

に
玄
弊
三
藏
が
般
若
経
の

一
大
叢
書

π
る
大
般
若
経
課
出

に
際
し
て
、
特
に
第
九
會
第
五
百
七

十

七
巻
を
再
鐸
す
る
之
と
な
く
、
貞
観
年
中
弘
法
皇

に
於
て
繹
出
せ
し
も
の
を
編
入
せ
し
こ
と
を
語
れ
り
。

然
る
に
現
流
縮
冊
藏
輕
並
に
大
正
藏
経
等
に
は
羅
什
繹
.
菩
提
流
支
繹

二
脛
、
眞
諦
鐸
、
笈
多
鐸

玄
舞
鐸
、
義

澤
鐸
の
七
本
を
牧
載
せ
少
。
中
に
於
て
流
支
繹
中
宋
藏
に
牧
錬
さ
れ
た
る
も
の
と
、
麗
・
元
・
明
三
本
藏
経
中
に
牧
め

ら
れ
禿
る
も
の
は
全
く
別
物
な
り
。
宋
藏
本
を
槍
す
る
に
其
の
首
尾
を
通
じ

て
全
く
陳
代
眞
諦
三
藏
繹
と

一
致
し
殆

ど
異
な
る
こ
と
な
し
。
是
ば
宋
藏
本
編
纂
者
が
眞

正
の
流
支
繹
を
供

し
て
、
眞
諦
課
を
重
復
牧
載
し
而
竜
謬
者
名
を

安
ず

る
爲
に
留
支
を
以
て
す

る
の
過
誤
を
犯
せ
る
に
淵
源
せ
る
も

の
に
し
て
、
元
藏
流
支
繹
の
後
記

に
、

.

金
剛
般
若
前
後
六
翻
、
按
=開
元
録
一此
第

二
講
、
思
漢
纏
本
寛
失
二其
傳
一、

誤
將
陳

朝
眞
諦
三
藏
者
一重
出
、
標
作
昌

魏
朝
留
支
所
繹
噛、
大
有
昌蓬
底
u、
今
於
昌留
支
三
藏
所
翻
論
中
隔、
録
嵩出
脛
本
一刊
版
流
通
、
庶
期
披
閲

知
γ有
レ源
奥
、

時
至
元
辛
冬
孟
望
日
南

山
普
寧
経
局
謹
記

と
有
φ
て
、
思
漢
本
帥
ち
宋
藏

の
失
を
指
摘

せ
る
こ
と
予
が
前
に
記
せ
る
が
如
し
。
然
る
に
縮
藏
編
纂
者
は
漫
然
是

を
併
せ
牧

め
尤
る
に
依
つ
て
今

日
あ
る
を
致
せ
る
も
の
な
り
。
而
も
元
藏
に
て
は
留
支
三
藏
の
課
出
に
か
＼
る
本
経

の
繹
論
た
る
世
親
著
、
金
剛
般
若
波
羅
蜜
脛
論
三
巻
中

よ
ウ
経
の
本
文
の
み
を
録
出
し
て
版
に
付
し
流
行
せ
し
め
し

≧
と
を
記
せ
り
、
宋
藏
の
過
誤
な
る
≧
と
知
る
べ
し
。

.

金
剛
般
若
纒仙
の
研
…究

(
三
)
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金
剛
般
若
経
の
研
究

(四
)

次
に
笈
多
課
に
關
し
て
は
、
開
元
録
以
前

の
諸
経
録
に
は

一
も
是
れ
に
鯛
れ
ず
、
麗
本
開
元
録

叉
疫
是
に
就

い
て

何
等
記
載
す
る
所
な
し
。
宋
・
元
・
明
三
藏
本
魏

難

甦

五
巻
・
五
八
三
は
、

金
剛
能
断
般
若
波
羅
蜜
多
経

一
巻
、
階
大
業
年
中
三
藏
笈
多
繹

第
四
繹
、
(
明
本
は
笈
を
汲
に
作
る
誤
な
り
)

と
記
し
て
笈
多
繹
を
認
め
禿
り
。
.試
み
に
開
元
録
第
七
巻
燗
疏
麟
聯
砒
+
五
巻
・
五
五
二

煩
疏
繭
齪
礁
轍
朋
徽
第
肝
五
一
を
見

る

に
「初

笈
多
翻
昌金
剛
断
割
般
若
波
羅
蜜
脛

一
巻
、
及
普
樂
経

一
十
五
巻
一、
未
γ及
儒練
覆
・値
二備
鄭
倫
腰
一不
レ曝
'重
修
・、

と
・
帥
ち
未
定
稿
の
儘
存
在
せ
し
が
故

に
内
典
録
並
び
に
古
今
課
経
圖
記
等
は
本
経
を
其
の
繹
出
聖
典
中
に
歎

へ
ぎ

り
し
な
る
べ
し
。
其
の
筆
受
者
た
る
彦
珠
に
達
磨
笈
多
傳
四
巻

の
著
あ
め
。
竜
し
現
存

せ
ば
此
の
問
の
清
息
明
瞭
な

る
べ
き
も
今
日
失
せ
て
存
せ
ず
、
知
る
に
由
な
し
。
貞
元
録
、
至
元
録
等
は
率
ね
開
元
録

の
記
事
を
踏
襲
し
、
此
の

経
に
關
し
何
等
異
記
を
傳

ふ
る
こ
と
な
し
。
笈
多
三
藏
繹
金
剛
般
若
論

は
宋

・
元
本
は
二
巻
に
し
て
明
本
は
三
巻
な

り
。
前
者

は
論
中
の
経
を
引
用
す
る
に
當

つ
て
其
の
首
部
の
み
を
掲
げ
て
絵
他
を
等
取
せ
る
に
甥
し
、
明
本

は
其

の

悉
く
を
掲
げ
且

つ
科
判
を
施
せ
φ
。
而
し
て
前
者
論
中
引
用
の
本
経
は
現
存
せ
る
六
謬
中
に
て
は
流
支
鐸
に
最
も
近

し
と
錐
も

一
致
す
る
に
は
非
ず
。
後
者
は
引
用
本
纒
符
節
を
合
す
る
如
く
流
支
繹
に

一
致
す
。
笈
多
が
未
定
稿
な
る

爲
め
自
己
の
所
鐸
経
を
用

ひ
ず
し
て
流
支
鐸
を
暫
ら
く
依
用
せ
し
か
、
或
は
後
人
の
加
筆
あ
う
や
今
是
を
判
定
し
難

し
。

4
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予
嚢
き
に
支
那
唯
識
敷
學

の
初
祓
と
仰
が
る
＼
慈
恩
大
師
基
法
師
の
名
著
、
唯
識
論
椹
要
を
披
見
し
次
の
文
を
見

た
φ
。
曰
く
、

能
断
金
剛
般
若
経
、
依
昌杜
行
顎
梵
本
一、
貞
観
ご
十
三
年
、
於
昌玉
華
宮
一夜
翻
朝
進
云
々

と
。
右
杜

行
顎

は
開
元
録
燗
翫
灘
聯
動
+
五
穫

五
六
九
に
よ
ら
ば
、
京
兆
の
人
に
し
て
儀
鳳
年
中

に
朝
散
郎
行
鴻
臆
寺
典

客
署
令
に
任
じ
、
諸
の
蕃
語

に
通
じ
交
藻

あ
り
、
特

に
梵
語
に
精
通
し
、
其
の
妙

を
窮

は
め
尤
う
。
時
に
厨
賓
三
藏

佛
陀
波
利
、
梵
経

一
爽

を
齎
し
來
り
、
閾

に
詣
り
て
奉
献

せ
し
を
以
て
、
帝
詔
を
以
て
日
照
三
藏
並
び
に
杜

行
顎
等

を
し
て
謬
出
し
奉
進
せ
し
む
。
是
れ
即
ち
佛
頂
奪
勝
陀
羅
尼
経
な
り
。
日
照
三
藏
設
義
の
任
に
當
れ
り
。

今
日
濯
宗

に
て
朝
夕
護
請
せ
る
佛
項
奪
勝
陀
羅
尼

は
本
経
中

の
陀
羅
尼
の
部
分
の
み
を
抄
出
せ
る
も
の
に
し
て
、

本
経

の
約
六
分

一
に
該
當
す
。
梵
爽
將
來
者
佛
陀
波
利
課
と
、
後
ち
に
各
々
別
に
課
出
せ
し
杜
行
顎
課
と
、
日
照

課

の
三
課
現
存

せ
う
。

開
元
録
は
大
周
録
等
が
、
此

の
陀
羅
尼
経
を
以
て
日
照
繹
と
な
す
に
就

い
て
論
議
を
重
ね
、
佛
陀
波
利
課
序
文
の

年
代
上
の
豫
質
を
指
摘
せ
う
。

右
杜

行
顎

の
金
剛
輕
繹
出
の
記
事
は
衣
の
理
由
に
依
う
て
輕
覗
す
ぺ
か
ら
ず
。
帥
ち
慈
恩
大
師

の
寂
年

は
永
淳
元
年

(
西
紀
六

一
二
)
に
し
て
右
繹
出
に
後
る

＼
三
年
な

る
が
故
に
顎
と

は
同
時
の
人
な
り
。
且

つ
叉
た
其
の
繹
場

た
ら
し

玉
華
宮
は
慈
恩
大
師
の
師
玄
群
三
藏

の
繹
場
た
う
し
が
故
に
慈
恩
常
に
出
入
さ
れ
し
所
な
り
。
故
に
椹
要
の
所
述
は

金
剛
般
若
経
の
研
究

(五
)
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金
剛
般
若
経
の
研
究

(六
)

最
も
重
ん
ず
可
き
竜

の
な
ウ
。
然
れ
ど
も
惜
し
む
べ
し
今
は
其
の
繹
傳
ら
ず
。
故
に
古
來
金
剛
般
若
輕

は
六
繹
六
存

な
か
と
言

ひ
來
う
し
竜
、
右
慈
恩
大
師

の
説
を
肯
ふ
時
は
七
繹
六
存

一
映
と
言
ふ
ぺ
し
。

.
今
日
我
が
宗
門
に
て
護
諦

せ
る
は
羅
什
繹
に
し
て
、
天
台
智
者
大
師

は
金
剛
般
若
輕
疏

詮
闘
灘
驚
遡
慨
三
巻
・
七
六

に

羅
什
法
師
秦
弘
始
三
年
(
西
紀

四
〇

一
)即
ち
苦
安
帝
十

一
年
謬
と
言

ひ
、
明
栓
亦

π
大
周
錬
に
金
剛
般
若
経

一
巻
、

右
後
秦
弘
始

三
年
沙
門
羅
什
於
長

安
遣
遙
園

繹
(
明
伶
は
仁
王
般
若
亦
同
年
繹
と
云
ふ
)
出
昌長
房
録

と
言

へ
ら
。
羅

什
の
長
安
に
來
う
し
は
弘
始
三
年
十

二
月
二
十
日
な
う
し
こ
と
、
大
智
度
論
序
、
駄
糖
竣
繍
第
一
梁
高
僧
傳
等

燥
鵬
灘
鱒

聯
忙
巷
・
三
三
ご

の
記
の
如
し
。

而
し
て
出

三
藏
記
集
、
歴
代
三
寳
記
等
は
課
出
年
時
を
明
記
せ
ざ
る
こ
と
、
前

の
如

し
。
什
長
安
に
入
う
て
年
内
飴
日
無
き
を
以
て
寧
ろ
嘉
鮮
・慈

恩
等
燈
闘
灘
鰭
聯
蝉
}悪
・
九
〇

雄
珊
灘
締
辮
欄
論
騰
腰
吐
五
五

が
、羅

什
法
師
弘
始
四
年
(
西
紀
四
〇
二
)
於
昌遣
遙
園
唱正
翻
昌
一
霧
「

と
記
さ
れ
た
る
を
穏
當
と
す
べ
し
。
他
の
諸
課

の
繹
出
年
時
に
關
し
て
は
今
直
接
所
要
に
非
ら
ざ
る
が
故
に
省
略
す

右
六
繹
中
古
來
最
も
廣
く
用
ひ
ら
れ
た
釦
し
は
羅
什
繹
に
し
て
、
僧
肇
・
天
台
・
嘉
鮮
・慈
恩
・宗
密
等
の
章
疏
悉
く

秦
鐸
に
註
し
、
唯
だ
金
剛
佛
論
が
流
支
所
出
な
る
を
以
て
経
の
本
文
亦
同

一
な
る
は
自
然

の
こ

と

な

う

と
云
ふ
可

ぐ
、
至
相
大
師
智
撮
が
魏
課
を
依
用
さ
れ
し
は
特
異
の
例
な
り
と
す
。

剛昌

金

剛

脛

の

流

傳

6



諸
大
乗
脛
中
、
般
若
諸
脛
の
大
部
分
が
最
も
早
く
成
立
せ
る
も
の
な
る
こ
と
は
聖
典
登
達
史
を
論
ず
る
者
の
多
く

が
認
む
る
庭
な
り
。
本
経
の
成
立
に
關
し
て
は
、
他
の
諸
大
乗
脛
典
、
殊
に
般
若
諸
輕

の
成
立
死
關
聯
し
て
論
究
す

べ
き
性
質
の
竜
の
に
し
て
、
今
遽
か
に
論
定
し
難

し
と
錐
竜
、
脛
中
に
、

如
來
滅
後
後
五
百
歳
、
有
昌持
戒
修
幅
者
一於
二此
章
句
}能
生
昌信

心
・、

と
言
ひ
。
叉
た
、

若
當
來
來
世
後
五
百
歳
、
其
有
昌衆
生
一得
レ聞
昌是
経
一信
解
受
持
、

と
言

へ
る
文
は
本
経
成
立
の
年
時
を
暗
示
す
る
も
の
な
φ
。
匙

支
那
に
傳
課
さ
れ
泥
る
本
経
繹
論
の
印
度
に
て
撰
述
さ
れ
た
る
も
の
左
の
如
し
。
(
開
元
録
に
依
る
)
燗
砒
灘
聯
針
仁
五

巻
、
六
〇
七

一
、
金
剛
般
若
論
二
巻

無
著
菩
薩
造

階
天
竺
三
藏
達
磨
笈
多
繹

二
、
能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
論
頚

一
巻

無
著
菩
薩
造

大
唐

三
藏
義
澤
課

三
、
金
剛
般
若
波
羅
蜜
脛
論
三
巻

天
親
菩
薩
造

元
魏
天
竺
三
藏
菩
提
留
支
繹
第
一
鐸

四
、
能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
論
繹

三
巻

無
著
菩
薩
頗
世
親
菩
薩
繹

大
唐
三
藏
義
浮
課
第
二
課

五
、
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
破
取
著
不
壊

假
名
論

二
巻

功
徳
施
菩
薩
造

大
唐
中
天
竺
三
藏
地
婆
詞
羅
謬
輩
本

の
五
本
を
墨
げ

た
O
。
第
三
と
第
四
と
は
同
本
異
課
に
し
て
、
第

二
は
第
四
中
の
頚
の
み
を
別
出
せ
し
竜
の
と
す
。

金
剛
}般
曲冶
経
の
研
究

(
七
)



金
剛
般
若
郷
…の
硯
究

戸八
)

抑
竜
無
著

は
世
親
と
共
に
印
度
中
襯
敷
學
の
大
成
者
に
し
て
、
若
し
此
の
二
人
の
出
世
を
見
ざ
う
せ
ば
、
恐
ら
く

今
日
の
如
き
組
織
あ
る
敏
學
を
見
る
こ
と
能
は
ざ
り
し

な

る

べ

し
。
古
來
無
著
は
日
光
定
中
所
現

の
彌
勒
菩
薩
よ

う
、
喩
伽
論
、
大
乗
蕪
嚴
経
論
等
の
所
謂
五
部
の
大
論
を
親
授

さ
れ
た
う
と
傳
ふ
。
然
る
に
近
時
宇
井
伯
壽
博
士
は

彌
勒
を
以
て
吏
的
實
在
の
人
物
な
ウ
と
論
謹
し
、
五
部
の
大
論

は
其
の
著
述
に
し
て
、
無
著

の
著
述
と
別
に
取
う
扱

は
ん
と
せ
め
。
從

っ
て
金
剛
般
若
論

に
關
し
て
も
八
十
碩
は
彌
…勒
の
述
作

に

し

て
、

長
行
は
世
親

の
著
な
り
と
断

じ
、
無
著
の
撰
述
は
笈
多
課

の
二
巻
(
或

は
開

い
て
三
巻
)
な
る
こ
と
を
圭
張
き
る
。

蕃

の
所
傳
箋

の
著
書
、
略
明
般
葉

後
頑

讃
述
に
聾

る
。
翻

鰍
離

夢

叢

磁
三
ぞ

、

義
浄
因
鐸
「無
著
菩
薩
般
若
碩
繹
噛、
詑
…
…
…
西
域
相
承
云
、
無
著
菩
薩
昔
於
昌観
吏
多
天
慈
氏
愈
庭
響、
親
二受
此
八

十
頚
輸、
開
昌般
若
要
門
軸、
順
昌喩
伽
宗

理
嚇、
明
唯

識
之
義
h、
遽
令
鮎敏
流
昌印
度
贈、

と
記
し
て
、
此

の
八
十
碩
を
彌
勒
よ
り
親
し
く
受
け
泥
る
≧
と
を
示
せ
ウ
。
天
台
の
読

姶
酬
灘
鯖
灘
慨
三
巻
・
七
六
亦
た

是
に
同
じ
。
菩
提
流
支
所
傳
の
金
剛
仙
論
燈
珊
馳
嫌
蔀
汁
五
巻
・
八
七
四
は
、

明
論
圭
自
云
、
此
金
剛
般
若
甚
深
法
門
義
繹
、
非
昌自
智
カ
一、
乃
近
從
二奪

者
刷、
胡
名
躍阿
僧
怯
一、
漢

云
昌無
障
凝
一、

(
無
著
)
比
丘
邊
聞
、
復
遠
從
・彌

勒
世
奪
邊
。聞
、
明
仰
推
・功
有
在
、
非
昌是
謬
傳
・故
、
言
事從
昌奪
者
一聞
畠也
、
及
廣
説

者
、
明
嵩無
障
磯
比
丘
乃
是
性
地
菩
薩
儒、
多
聞
強
記
、
能
流
昌通
大
乗
"、
折
昌伏
外
道
一故
、

彌
勒
世
奪
懲
昌此
閻
浮
提

人
一、
作
昌金
剛
般
若
脛
義
羅
並
地
持
論
一、
齎
昌付
無
障
磯
比
丘
一、
令
昌其
流
通
一、
然
彌
勒

世
愈
但
作
昌長
行
繹
瞬、
論
圭

8



天
親
既
從
昌無
障
擬
比
丘
邊

學
得
、

復
尋
二此
経
論
之
意

噛、

更
作
昌偶
論
'、

贋
興
昌疑
問
一以
繹
昌
妬
経
"、

凡
有
昌八
十

偶
一、
及
作
昌長
行
論
羅
一、
復
以
昌此
論
一、
轄
二敷
金
剛
仙
論
師
等
一、

と
言

ひ
て
彌
勒
世
奪
は
但
だ
長
行
繹
の
み
を
作
り
、
天
親
は
偏
論
八
十
頚
並
び
に
別
に
長
行
論
繹
を
制
せ
る
之
と
を

圭
張
ぜ
う
。
帥
ち
義
漂
の
八
十
頚

は
彌
…勒
の
制
作
な
り
と
圭
張
せ
る
所
傳
と
異
な
る
之
と
知
る
べ
し
。
然
竜
彌
勒
を

以
て
無
著

の
定
中
所
現
と
す
る
と
き
は
、
其
の
能
現
に
約
す
れ
ば
功
を
彌
勒
に
蹄
し
、
所
現
に
約
し
て
言

は
讐
無
著

と
な
る
ぺ

く
、
古
來
所
傳

必
ず
し
も
矛
盾
す
る
所
に
非
ず
。
彌
勒
・
無
著
・
世
親
の
中
観
敏
學
大
成
者
、
各
々
本
経
講

O

…鐙
に
功

を
蓋
き
れ
た
る
こ
と
如
上
の
如

し
。

叉
功
徳
施
は
別
に
二
巻
の
論

を
作
う
、
唐
代
目
照
に
よ

つ
て
課
出
さ
れ
現
存
す
。
西
藏
所
傳
に
は
唯
だ
蓮
戒

(
囚
9

旨
巴
9ωH冨
)
著
な
る
聖
金
剛
能
断
般
若
廣
繹

一
部
存
す
る
の
み
。

世
親
の
金
剛
般
若
論
を
解
繹
し
、
從

て
本
経
を
註
疏

せ
る
書

に
金
剛
仙
論
十
巻
あ
ウ
。
由
來
此
の
論
に
關
し
て
は

置
ハ備
読
喧
し
く
、
其
の
第
五
巻
・
第
六
雀
・
第
九
巻

の
巻
首
に
、

魏
太
李
二
年
菩
提
流
支
三
藏
、
於
昌洛
陽
一課

と
あ
う
、

叉
第
十
巻
末
尾
の
本
交

に
、

論

主
天
親
…
…
…
復

た
此
の
論
を
以
て
金
剛
仙
論
師
等
に
轄
敏
し
、
此
の
金
剛
仙
無
鑑
意
に
轄
敏
し
、
無
霧
意
復

禿
聖
濟

に
轄
敷
し
・
聖
濟
曹
提
流
支
に
轄
敷
す
。
迭

ひ
に
相
ひ
傳
授
し
て
以

て
今
に
至
る
、
始
よ
リ
ニ
百
年
許
、

金
剛
…般

若
経

の
研
究

'
(
・九
)
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金
剛
般
砦
}郷
脳の
研
究

(
一
〇
)

未
だ
曾
て
断
絶
せ
ず
。

と
言
ひ
、

一
見
本
論

の
内
容

は
世
親
よ
6
展
轄
傳
持
さ
れ
だ
る
學

読
を
其
の
儘
流
支
に
よ
つ
て
繹
出
さ
れ
た
る
も
の

＼
如
く
な
れ
ど
も
、
慈
異

舗

灘

諜

譜

三

五
)は
、

金
剛
仙
所
造
、
・即
謂
南
地
呉
人
、
非
も
具
聖
敏
"也
、
此
或
十

一
巻
、
或
十
三
巻
成
也
。

と
云
ひ
て
南

地
呉
人
の
作
と
断
じ
、
智
昇
竜
(開
元
繹
教
録
第
十
二

大
正
藏
第
五
十
五
巻
、
六
〇
四
)
亦
た
、

叉
だ
金
剛
仙
論
十
巻
有
り
。
文
理
を
尋
ね
閲
す
る
に
乃
ち
是
れ
元
魏

三
藏
菩
提
留
支
の
所
撰
に
し
て
天
親
論
を
繹

せ
釦
。
既
に
梵
本

の
翻
傳
に
非
ず
、
所
以

に
此
の
中
に
載
せ
ず
。

と
記
し
て
此
の
論

は
世
親
の
疏
を
繹
せ
し
流
支
の
撰
著
な
ゐ
と
言

へ
り
。
思
ふ
に
世
親
疏
の
精
神
右
記
の
人

々
に
よ

つ
て
相
承
さ
る
＼
間
漸
次
登
展
レ
流
支

の
意
亦
だ
加
上
さ
れ
て
現
形
を
成
せ
し
も
の
か
。

一
度
び
羅
什
に
よ

つ
て
本
経
が
支
那
に
傳
詳
さ
る
＼
や
、
其
の
俊

足
の
弟
子
僑
肇

は
直
ち
に
金
剛
般
若
波
羅
蜜
脛
註

一
巻
を
撰
す
。
是
れ
支
那

に
本
経

に
疏
有
る
初
な
り
。
現
に
績
藏
中

に
牧
め
ら
る
。
次

い
で
梁
三
大
法
師
中
の
開
善

寺
智
臓
は
、

至
心
を
傾
け
て
日
々
本
経
を
受
持
讃
諦
し
察
中
よ
6
世
壽
を
倍
増
せ
し
む
べ
し
と
の
告
勅
を
受
け
禿
り

と
言
は
れ
、
荘
嚴
寺
信
曼
と
共
に
疏

の
撰
あ
り
た

る
も
の
＼
如
く
、
嘉
鮮
疏
中
に
引
用
さ
れ
た
る
を
見
る
。
階
代
津

影
寺
慧
遠
亦
禿
疏
を
製
せ
し
竜
今
は
傳

は
ら
ず
。
天
台
智
者
大
師
疏

一
霧
を
著

は
し
、
名
・
騰
・宗

・
用
・
敏
の
五
重
玄

義
に
約
し
て
大
師
特
自

の
立
場
に
依

つ
て
本
経
を
繹
し
、
嘉
鮮
大
師
、
吉
藏
法
師

は
疏
四
巻
を
撰
し
て
六
朝
諸
家
の

、
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説
を
引
用
批
判
し
、
唐
代
に
入
6
至
相
寺
智
撮

は
略
疏
二
巻
を
撰
し
、
慈
恩
大
師
、
基
法
師
贅
述
二
巻
を
著
し
外
に

本
経

の
玄
記
、
會
葎

の
二
部
を
作
ウ
、
宗
蜜
麗
師
は
纂
要
爾
巻
を
撰
述
し
て
無
著
・
世
親
・
の
爾
論
、
並
び
に
青
龍

・

大
雲
・資
聖
・
塵
外
の
疏
の
精
要
を
取
り
て
解
繹
せ
り
。
宋
代
に
入
釦
て
特
に
暉
林
に
有
名
な
る
道
川
に
金
剛
経
註
三

巻
あ
ウ
。
世
に
川
老
金
剛
註
と
言

ひ
訓

は
し
、
今
現
に
廣
く
用
ひ
ら
れ

つ
＼
あ
る
所
に
し
て
、
頚
並
び
に
着
語
を
付

し
て
暉
門
の
立
揚
よ
わ
本
経
の
文

々
句
々
に
評
語
を
下
せ
φ
。
宋
代
暉
宗

天
下
を
風
靡
す
る
に

つ
れ
て
本
経

の
講
讃

頗
る
盛
な
わ
し
竜
の
＼
如
く
、
楊
圭
の
編
せ
し
集
解

は
世
に
十

七
家
註
の
稻
あ
り
。
其
の
外
子
藩
、
張
無
審
亦
た
疏

を
製
し
、
此
の
傾
向

は
明
代
に
及
び
績

い
て
清
代
に
至
れ
φ
。
明
洪
蓮
の
編
せ
る
註
解
四
巻

は
五
十
三
家
註
と
稽
せ

ら
る
＼
如
く
、
五
十
三
家
の
読
を
引
用
し
編
纂
せ
ウ
。
本
経
に
註
疏
を
施
せ
し
人
、
唐
代
既

に
八
百
飴
家
有
り
し
と

言

は
る
。
.帥
ち
前
掲
の
名
匠
を

一
覧
す
る
に
地
論
・
天
台
・
三
論
・
唯
識

・華
嚴
等
の
教
學
を
大
成
せ
し
碩
學

、
及
び
暉

者
を
悉
く
網
羅
せ
し
を
見
る
べ
し
。
從

つ
て
本
経

の
支
那
人

心
に
及
ぼ
せ
る
頗

る
大
な
幽
し
も
の
＼
如
く
、
次
に
掲

ぐ
る
鐘
験
記
の
内
容
は

一
般
民
衆

に
映
ぜ
し
本
経
の

一
面
を
語

る
竜
の
と
し
て
本
経
流
通

の

一
斑
を
示
す
も
の
と
云

ふ
べ
し
。
帥
ち

金
剛
般
若
集
験
記
三
巻
、
唐
、
孟
献
忠
撰

金
剛
経
鳩
異

一
巻
、
唐
、
何
古
撰

金
剛
纏
受
持
戚
鷹
録

二
巻
、
宋
、
失
名

金
剛
般
若
継
仙の
研
究

(
一
一
)
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金
剛
般
若
経
の
研
究

(
=
一)

金
剛
経
鳳
鷹
傳

一
巻
、
失
名

金
剛
経
新
異
録

一
巻
、
明
、
王
起
隆

金
剛
経
持
験
記
二
巻
、
清
、
周
克
復

金
剛
経
鳳
慮
分
類
輯
要

一
巻
、
清
、
三
澤
注

等
多
歎
を
算

し
別
に
我
が
國
浮
慧

に
露
験
傳
三
巻

の
撰
あ
う
共
に
績
藏
輕
中
に
納
め
ら

る
。
蕪
に
支
那
暉
宗
笛
六
組

慧
能
大
師

の
著
と
言
は
る
＼
金
剛
経
解
義
二
巻
あ
φ
、
或
は
金
剛
纒
註
解
と
稻
し
、

叉
π
金
剛
経
口
訣
と
竜
云
ふ
、

六
租
解
義
、
六
組
口
訣
等
の
別
稻
あ
り
て
、

川
老
註
及
び
明
宗
満
の
註
解
と
共
に
會
本
と
し
て
流

行
し
居
れ
ど
竜
解

義

の
内
容
は
敏
臭
多
㎏
、
六
租
の
置
ハ撰
と
は
言
ひ
難

し
。
其
の
外
に
六
祀
に
別
に
金
剛
経
直
解
の
著
あ
り
と
傳

へ
ら

れ
現
存
せ
る
も
、
是
れ
亦
置
ハ撰
と
な
す
に
些
か
躊
躇

さ
る
＼
も
の
な
り
。

四

金
剛
脛

の
内
容
並
に
組
織

金
剛
般
若
縄
疏
第
一

大
正
藏
第
三
+
三
巻
、
八
六

に
云
く
、
金
剛
般
若

は
本
八
雀
有
う
し

嘉
鮮
大
師
に
依
れ
ば
、
大
悲
比
丘
尼
本
願
経
末
記

同

九
〇

も
、
今

は
零
落
し
て
唯
だ
格
量
功
徳

の

一
品
の
み
淺
存
し

一
巻
と
爲
り
し
が
其
の
本
の
名
を
存
し
て
金
剛
般
若
纏
と

名
つ
く
と
。
嘉
鮮
是
を
肯

は
ず
批
し
て
曰
く
、
第

一
、
此
の

一
巻
の
経
は
三
繹
あ
る
内
、
羅
什
若
し
八
巻
有
り
と
せ

ば
何
ぞ
軍

に
一
巻
の
み
を
出

し
て
八
巻

と
せ
ざ
り
し
。
第

二
、
流
支
三
藏

此
の
漢
土
に
重
ね
て
翻
鐸
す
る
や
経
と
論

と
合
し
て
三
巻
と
爲
せ
り
、
論
旨
始
終
完

く
事
義
鉄
く
る
所
無
し
。
初

は
経
の
縁
起
蹄
敬
の
義
を
明
し
、
終

ピ
随
喜

12



讃
歎
功
徳
を
表
せ
り
。
若
し
八
巻
有
ら
ば
何
が
故
ぞ

一
品
を
解
す
る
に
止
め
ん
や
。
第
三
に
眞
諦
三
藏
嶺
南

に
於
て

此
の
経
を
重
翻
す
る
に
八
巻
有
参
と
言
は
ず
、
且

っ
叉
尤
現
在

一
巻
に
て
序
正
流
通
の
三
分
具
足
せ
う
、
何
ぞ
止
だ

八
巻
中
の

一
品
の
み
と
言

は
ん
や
、
と
論
じ
て
大
悲
比
丘
尼
本
願
脛
末
記

の
説
を
否
定
せ
り
。

現
存
六
課
、
大
禮

其
の
丈
相
相
ひ
類
似
し
、
内
容

一
致
す
れ
ど
も
、
多
少
の
異
な
き
に
非
ず
。
秦
課
の
非
読
所
読

分
第
二
十

一
、
爾
時
慧
命
須
菩
提
よ
り
、
是
名
衆
生
に
至
る
六
十
二
字
は
慈
恩
を
始
め
と
し
て
元
賢
等
竜
指
摘
せ
る

如
く
元
來
無
か
り
き
。
随
て
僧
肇
・
天
台
・
嘉
鮮
を
初
め
と
し
て
六
祀
口
訣
等
は
此
の

一
節
を
鉄
き
勿
論
疏
有

る
之
と

な
し
。
然
る
に
慈
恩
大
師
は
賛
述
下
巻
姶
醐
灘
贈
瑚
横
髄
糖
叩
一
四
九
に
流
支
繹
よ
う
鼠
入
補
足
せ
る
具
備

の
経
を
用
ひ
、

此

の
文
に
關
し
、む
む

述
し
て
曰
く
含
衛

は
此
文
を
漏
ら
せ
り
、
世
親
此
れ
第
三
疑
中
の
第

三
文
な
ウ
。

む

む

と
言

へ
φ
。
藪
に
所
謂

る
舎
衛
と
は
羅
什
謬
を
他

の
繹
に
藪
別
せ
ん
が
爲

め
に
法
経
録
以
來
用

ひ

來

6

し

所
に
し

む

む

む

む

む

む

て
、
菩
提
流
支
課
金
剛
経
を
婆
伽
婆

と
言
ひ
眞
諦
繹
を
砥
樹
林
と
稔
し
て
、
巻
頭
の
特
徴
あ
る
繹
語
を
以
て
其
の
経

を
指
示
す
る
便
に
供
せ
る
も

の
な
う
。
・即
ち
、
慈
恩
大
師
當

時
既

に
此
の
歓
文
を
補

ひ
た
る
事
右

の
事
實
に
依
て
明

瞭
な
る
所
な
り
。
然

る
に
世

一
般
右
の
事
實
に
關
し

て
從
來
誤
唆
れ
る
解
繹
を
下
し
、
次
の
事
實

を
信
じ
居
れ
り
。

即
ち
金
剛
経
註
解
灘
雛

講

雑

・
四
主

右
に
、

霊
幽
法
師
此
の
慧
命
須
菩
提
の
六
十

二
字
を
加
ふ
。
是
れ
唐
長
慶

二
年
(
両
紀
八
二
二
)な
う
。
A
,濠
州
鐘
離
寺
石

金
剛
…般
若
経
の
研
究

(
一
三
)
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ム立
剛
般
若
輕
の
研
究

(
一
四
)

碑
上
の
記
に
在

ウ
、
六
組

の
解
は
前
に
在
る
が
故
に
解
無
し
。
今
は
亦
禿
之
を
存
す
。
」

と
言

へ
る
も
、
右
長
慶

二
年
は
慈
恩
の
没
年
な
る
、
唐
永
淳
元
年
(
西
紀
六
八
二
年
)
を
後
る
＼
こ
と
實

に
百
四
十
年

な
φ
。
若
し
右
の
鐘
離
寺
の
石
碑

の
記
の
存
せ
し
こ
と
事
實
と
せ
ぱ
、
古
來
の
章
疏

を
槍
せ
ず
し
て
何
人
が
右
の
話

を
妄
作
し
、
其
に
基

い
て
建
碑
せ
し
も
の
と
言
は
ざ
る
可
ら
ず
。
帥
ち
嘉
鮮
以
後
慈
恩
大
師
前
後
に
早
く
竜
補

は
れ

た
り
と
言

は
ざ
る
可
ら
ず
。
然
れ
ど
も
宗
密

の
疏

に
今
の
六
十
二
字
無
く
、
轍
焼
出
土
の
古
経
亦

禿
此
の
文
無
し
、

故
に
補
入
本
と
、
原
繹
本
と
同
時
に
行
は
れ
居
ウ
し
≧
と
を
認

め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

又
禿
法
身
非
相
分
第
二
十
六
の
五
言
四
句

一
碩

の
、

若
以
『色
見
レ我

以
昌音
聲
一求
レ我

是
人
行
昌邪
道
"

不
γ能
y見
昌如
奪

の
偏
…は
魏
謬
以
下
皆

若
以
レ色
見
レ我

以
昌音
聲
ピ求
レ我

是
人
行
昌邪
道
一

不
γ能
γ見
昌如
來
一

彼
如

來
妙

膿

即

法
身

諸

佛

法
謄

不
レ可
γ見

彼

識

不
レ能
レ知

む

の
五
言
四
句
二
碩
よ
ウ
成
り
、

一
切
衆
生
身
中
の
自
性
清
浮
無
爲
無
相
眞
常
の
法
身
、
即
ち
偶
k
所
謂
る
我
、
即
ち

佛
身
は
色

を
以

て
見
る
可
ら
ず
、
音
聲
を
以
て
見
る
可
か
ら
ず
、
正
念
分
明
に
し
て
始

め
て
見

る
こ
と
を
得
べ
く
、

色
聲
に
滞
着
せ
ば
如
來
を
悟
ら
ず
、
佛
は
法
身
を
以
て
膿
と
な
す
こ
と
を
示
せ
る
主
要
な
る
偏
な
う
。

有
部
毘
奈
耶
雑
事
第
四
賄
礁
灘
鯨
郡
榔
噂
聯
四
に
次

の
読
話
あ
う
。
曰
く
含
利
弗
の
弟
子
に
善
和
芯
葛
あ
り
て
音
聲
頗

、14



る
美
妙
に
し
て
経
法
を
誠
諦
す
る
や
雅
韻
に
し
て
群
を
超
ゆ
、
然
れ
ど
竜
其
の
容
儀
極
め
て
醜
随
な
多
き
。
勝
光
大

王
、
始
め
其
の
昔
聲
を
聞
き

て
敬
信
せ
し
竜
、

一
度
其
の
容
貌
の
醜
な
る
を
見
る
に
及
ん
で
輕
侮
の
心
を
生
じ
、
衣

を
梛
て
去
れ
う
。
時
に
善
和
比
丘
、
大
王
の
是

の
如
く
な
る
を
見
て
帥

ち
偏
を
読

い
て
曰
く
、

若
以
γ色

見
y我

以
菖音
聲
一求
y我

愛
染
観
昌彼
心
鱒

不
γ能
昌當
見
ウ我

云
々
と
、
即
ち
善
和
比
丘
所
読
の
偏

の
色
塞
我
塞

の
精
紳
は
般
若
諸
経
を
竜
貫
く
精
紳
に
し
て
、
金
剛
般
若
の
偶
と

趣
を
全
く
同
う
し
、
大
乗
輕
編
纂
者
に
よ

つ
て
善
和
の
偏

の
中
心
思
想
が
原
形
を
保
持
せ
る
儘
、
完

全
に
取
り
入
れ

ら
れ
居
る
を
見
る
べ
し
。

叉
た
秦
課
正
宗

分
最
後
の
、

一
切
有
爲
法

如
二夢
幻
泡
影
唱

如
レ露
亦
如
γ電

鷹
レ作
昌如
7是
観
哺

の
偶

は
六
喩

の
全
文
の
稽
あ
り
。
魏
謬
以
下
は
、

一
切
有
爲
法

如
昌星
騎
燈
幻

露
泡
夢
電
雲
鱒

鷹
レ作
如

γ是
観
・

と
あ
り
て
九
喩
を
墨
ぐ
、
金
剛
般
若
論
頚
に
、

九
種
有
爲
法

妙
智

正
観
故

と
あ
り
、
無
著
、
世
親

の
羅
亦

尤
九
喩
を
墨
ぐ

る
事
實
に
徴
し
、
羅
什
課
原
本
と
、
無
著
等
の
所
覧
本
と
相
違
あ
ウ

し
な
る
べ
し
。
し

金
、剛
伽取
若
紹
騨の
研
…究

(
一
竃
)
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金
剛
般
若
郷
凹の
硯
究

(
一
山ハ
)

本
経
の
章
段
に
關
し
て
は
無
著
は
、

一
種
性
不
断
乃
至
七
立
名
に
至
る
七
種
義
句
を
以
て
、
本
経
成
立
の
目
的
内

容
を
書
す
べ
き
こ
と
を
示
し
、
殊
に
七
種
義
句
中
第
三
行
所
住
庭
を
十
八
住
或
は
八
住
庭
に
開

い
て
、
本
経
の
文
相

に

當
て

＼
科
判
に
代

へ
た
ウ
。
僧
肇

は
本
経
を
三
章
に
分
ち
、
第

一
章
は
境
塞
を
明
し
、
第

二
章
は
慧
塞
を
明
し
、
第

三
章

は
菩
薩
塞
を
明
す
乏
言

ひ
、
菩
提
流
支
は
具
さ
に
経
を
開

い
て
十
二
分
と
な
せ
り
。
即
ち

一
序
分
、

二
護
念
付

属
分
、
三
住
分
、
四
修
行
分
、
五
法
身
非
有
分
、
六
信
者
分
、
七
格
量
分
、
八
顯
性
分
、
九
利
盆
分
、
十
断
疑
分
、
十

一
不

住
渣
分
、
十

二
流
通
分
な
り
。
而
し
て
第

二
分
よ
り
第
九
分
に
至
る
懐
で
を
利
根
に
読
け
る

一
周
読
法
と
な
し
、
爾

後
第
十

一
分
ま
で
を
中
下
根
に
封
す
る
第

二
周
読
法
と
爲
す
。
而
も
具
さ
に
論
ず
れ
ば
護
念
付
属
分
よ
り
修
行
分

に

至
る
問

は
因
を
明
し
、
法
身
非
有
爲
分

は
果
盆
を
辮
ず
る
が
故

に
是
れ

一
周
に
因
果
を
明
し
、
次

に
信
者
分
よ
り
格

量
分
に
至
る
衰
で
を
因
と
な
し
、
顯
性
分
を
果
と
な
し
、
第
二
に
因
果
を
明
す
が
故
に
第
二
周
設
法
と
な
す
。
顯
性

分
に
於

い
て
佛
性
を
明
し
、
佛
性
に
依
る
修
行
を
因

と

な

し
、

因
あ
る
が
故
に
得
果
す
。
帥
ち
利
盆
分
は
果
を
明

す
。
此
の
因
果

一
墜
を
第
三
周
説
法
と
な
す
。
断
疑
を
因
と
な
し
不
住
道
を
果
と
爲
す
、
是
れ
第
四
周
な
り
。
此
の

科
判
は
流
支
に
影
響
を
受
け
た
る
、
北
地
に
盛
ん
に
行
は
れ
た
う
と
云
ふ
。

嘉
鮮
は
右
の
十

二
分
科

の
過
失
を
指
摘
し
て
、
序
正
流
通
の
三
分
は

一
経
の
大
科
な
る
に
、
正
宗

分
の
み
を
十
分

し
て
同
格
に
序
分
流
分
を
扱

へ
る
は
穏
當

な

ら

ず
。

叉
経
文
中
、
施
麗
を
格
量
せ
る

一
具
の
分
の
牛
を
格
量
分
と

し
、
牛
を
顯
性
分
と
し
て
中
断
し
分
科
せ
る
は
過
失
の
甚
だ
し
き
も

の
な
う
と
論
じ
て
其
の
科
判
の
取
る
可
ら
ざ
る
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こ
と
を
指
摘

せ
う
。

有
師

は
本
経
を
、

一
序
分
、
二
護
念
分
、
三
住
分
、
四
修
行
分
、
五
断
疑
分
、
六
流
通
分
と
分
科
し
、
叉

一
因
縁

門
、
二
般
若
膿
門
、

三
功
徳
門
の
三
分
科
を
立
て
た
う
。
共
に
其
の
飲
黙
を
示
し
て
破
斥
せ
る
こ
と
金
剛
般
若
疏
中

舗

灘
響

攣

巻
・
九
。
の
如
し
。

現
時
流
布
本

の
秦
繹

に
は
、
法
會
因
由
分
第

一
以
下
懸
作
非
眞
分
第

三
十
二
に
至
る
三
十
二
分
科
を
施
し
、
古
來

梁

武
帝
の
王
子
昭
明
太
子
の
所
立
と
せ
り
。
然
れ
ど
竜
階
唐
以
來
の
本
経
に
關
係
あ
る
註
疏
に

一
竜
是
に
關
し
述
べ

或

は
探
用
せ
る
竜
の
な
く
、
嘉
鮮
大
師
の
如
く
古
來
の
交
段
に
關
し
諸
家
の
異
論
を
器
げ
た
る
中
に
此
の
事
を
記
さ

ず
、
宋
代
張
無
霊
居
士
、
三
十
二
分
科
に
註
繹
を
附
し
尤
る
事
實
あ
る
が
故
に
或
は
同
時
代
の
作
に
非
ず
や
と
思
惟

さ
る
。

天
台
大
師
は
、
序
正
流
三
分
詮
を
用

ひ
、
始
め
よ
り
巳
敷
座
而
坐
に
至
る
問
を
序
分
、
時
長
老
須
菩
提
よ
り
慮
作

如
是
観

に
至
る
間
を
正
宗
分
と
な
し
、
爾
飴
を
流
通
分
と
な
す
。
正
宗
分
中
を
二
分
し
、
果
報
亦
不
可
思
議
に
至
る

ま
で
を
第

一
周
論
法
と
な
し
、
他
を
二
周
説
法
と
判
ぜ
り
。

圭
峰
は

一
経
全
膿
鹸
闘
灘
締
鯉
壌
剤
簾
要
地
五
四
を
判
じ
て
十
八
慮
に
階
差
を
密
示
し
二
十
七
疑
を
断
じ
て
潜
か
に
血
脈

通
ず
と
言
ひ
て
無
著

の
論

の
十
八
住
庭
読
井

に
世
親
論

の
意
を
迎

へ
て
本
経

は
、
二
十
七
疑
を
断
ぜ
ん
が
爲
め
k
説

か
れ
禿
る
竜
の
に
し
て
、
第

一
断
求
佛
行
施
住
相
疑
よ
う
、
第

二
十
七
断
入
寂
如
何
説
法
疑
に
至
る
二
十
七
段

に
分

金
剛
舳取
若
経
の
研
究

(
一
七
)
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金
剛
般
若
経
の
研
究

(
一
八
)

剃
し
全
脛
中
、
逐
次
二
十
七
疑
を
断
じ
終
始
脈
絡
貫
通

せ
る
旨
を
論
ぜ
う
。

世

に
本
輕
を
批
評
し
て
第

一
周
読
法
と
第
二
周
読
法
と
は
内
容
重
複
せ
る
黙
多
き
を
以
て
、
印
度
に
金
剛
経

の
種

々
な

る
異
本
行
は
れ
、

一
本
の
前
牛
と
他

の
後
牛
が
偶

々
結
合
さ
れ
て
今
日
の
本
経
成
立
せ
り
と
論
ず
る
士
あ
れ
ど

も
、
仔
細
に
見
來
れ
ば
、
表
面

一
鷹
相
似

泥
れ
ど
も
内
容

は
漸
を
追
ふ
て
相
違
し
、
慈
恩
大
師
が
賛
述
中
に
第

一
周

説
法

は
生
善
の
爲
め
、
第

二
周
読
法
は
断
疑
の
爲
め
、
第

一
周
は
利
根
を
樹
機
と
し
、
第

二
周
は
鈍
根
を
封
機
と
し

て
読
け
り
と
判
ぜ
ら
る
。

又
前
に
示
せ
る
圭
峯
宗

密
の
説
の
如
き
愛
當
な
る
を
畳
ゆ
る
者
な
り
。
敢

へ
て
右
の
如
き

碕
論
に
左
租
せ
ん
と
欲

せ
ず
、
第

一
周
第
二
周
相
補
ふ
て
始
め
て

一
具
の
完

全
な

る
聖
典
た
釦

と

言

は

ざ
る
可
ら

ず
。

五

金
剛
経

の
中
心
思
想

本
経
の
中
心
、
.即
ち
金
剛
経

は
何
を
以
て
宗
と
な
す
か
に
關
し
、
嘉
鮮

大
師

は
六
朝
諸
家
の
読
を
掲
げ
批
判
を
下

せ
う
。

舗

麟

諜

讃

・
八
七

早

、

有
人
言
く
、
無
相

の
境
を
以
て
宗
と
爲
す
、
此
の
経

は
正
し
く
萬

相
を
遣
蕩
し
て
無
相
の
理
を
明
す
が
故
に
、
無
相

の
理
を
以
て
此
の
経

の
宗

と
爲
す
。

有
人
言
く
、
此
の
経

は
智
慧
を
以
て
宗
と
爲
す
、
是

に
二
説
あ
ウ
、

一
の
説
に
云
く
、
慧
に
二
種
有
釦
、

一
に
は
因

中
の
智
慧
、
二
に
は
果
中
の
智
慧
、
今

は
正
し
く
因
中
の
智
慧
を
以
て
此
の
経
の
宗

と
爲
す
。
有
人
言
く
、
初
地
よ
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り
以
上
佛
果
に
至
る
ま
で
皆
亭
等
に
悉
く
経
膿

た
ウ
砂
帥
ち
園
と
果
と
並
び
に
皆
脛

の
宗
と
爲
す
。

有
入
言
く
、
但
だ
無
相

の
實
慧
を
以
て
経
宗
と
爲
す
。

有
人
言
く
、
實
智
と
方
便
智
と
悉
く
経
の
宗
と
爲
す
故

に
大
品
の
二
周
説
は
具
さ
に
此
の
二
慧
を
明
せ
う
。

有
人
言
く
、
境
と
智
と
合
し
て
経

の
宗

と
爲
す
。
故

に
瑠
師
云
く
経
の
宗

極
を
語
ら
ば
則
ち
實
相
を
以

て
宗

と

爲

し
、
聖
心
を
明
さ
ば
則
ち
妙
智
を
以
て
宗
と
爲
す
。
故
に
境
と
智
と
合
し
て
、
本
経

の
宗
と
爲
す
。
嘉
鮮
は
右
諸
読

に
封
し
て

一
々
批
判
を
下
し
映
黙

を
墨
げ
自
義
を
立
て
た
う
。
即
ち
、

無
依
無
得
、

一
の
所
住
無
き
、
即
ち
是
れ
般
若

の
具
宗

な
り
。

般
若

は
因
に
非
ず
果
に
非
ら
ず
正
に
因
果
を
以
て
宗
と
爲
す
、
因
果
を
此
の
経

の
正
宗
と
な
す
の
み
、

と
言

へ
う
。
天
台
大
師
は
五
重
翼
義

論

灘
墾

櫛
三
巻
・
蓋

に
約
し
て
ぞ

、

　

む

禮
者
若
見
・諸
相
非
相
融帥

見
昌如
來
是

輕
之
正
膿
也
。
宗
者
約
二實
相
之
慧
噛行
昌無
相
之
檀
唱、

如
入

有
レ
目
日
光
明
照

見
昌種

々
色
・是
因
、
諸
相
非
相
是
果
、
此
之
因
果
同
約
呂實
相
一。

む用
者
破
・執
爲
・用
、

一
切
封
著
名
爲
レ執
、
破
昌諸
相
惑
嶋顯
昌出
功
能

赤

自
無
レ滑
即
力
用
也
。

と
言
ひ
、
至
相
大
師
智
微

は
、

総
じ
て
宗
趣
を
明
さ
ば
此
の
纏

は

一
實
相
般
若
、

二
観
照
般
若
、
三
文
字
般
若
を
用

つ
て
宗

趣
と
爲
し
・
別
し
て

明

さ
ば
五
義
あ
歩
。
燈
醐
灘
鰭
鍛
羅
噸
盤
囎
聯
趾
九

金
剛
般
若
輕
の
研
究

(
一
九
)
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金
剛
㎞版
曲右
郷
脳の
研
究

(一一〇
)

と
言

へ
釦
。

即

ち
本
経
は
他
の
諸
般
若
維
と
同
じ
く
入
法
二
塞
の
理
を

一
経
の
根
幹
の
思
想
と
爲
し
、
二
塞
の
理
を
明
ら

む
れ

ば
無
爲
法
身
を
有
爲

の
法
の
上
に
獲
得
し
、
叢

に
始
め
て
我
法
に
提
は
れ
ざ
る
無
住
の
心
を
持

つ
て
如
何
な

・o
布
施

ー

六
度
萬
行
i

に
竜
勝
さ
る
翼

の
第

一
義
諦
の
布
施
を
爲
す
こ
と
を
得
べ
く
、
此
の
置
ハ
の
布
施
、
即
略
法
身
獲

得

の
上
の
般
若
経

一
四
句
偶

の
読
法
乃
至
書
爲
讃
議
と
他
の
布
施
の
功
徳
と
を
反
復
比
較
格
量

し
法
身
六
度
行
に
封

す
る
諸
種
の
疑
を
断
ず
る
を
特
色
と
な
す
、
大
品
般
若
、
小
品
般
若
の
如

く
寛
に
失
せ
ず
、
叉
心
経

の
如
く
狡

に
終

ら
ず
、
寛
狭
善
し
き
を
得
、
而
も
般
若
中
心
思
想

の
精
要
を
盤
せ
る
本
経
が
上
來
述
べ
來
う
し
如

く
般
若
諸
経
中
に

て
も
最
も
廣
く
流
布
し
讃
諦
講
讃

さ
れ
た
る
は
誠
に
所
以
な
き
に
非
ず
と
言
ふ
べ
し
。
㌣

上
來
節
を
重
ね
て
述
べ
來
り
し
所
を
最
後

に
要
約
す
れ
ば
衣
の
歎
項
と
な

る
べ
し
。

一
、
金
剛
纒
漢
繹

の
獲

蓬
を
見
、
現
藏
中
に
重
復

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
。

一
、
古
家
の
諸
脛
錬
が
本
経
を
六
繹
六
存
な

り
と
せ
る
を
慈
恩
の
読
を
探
釦
て
七
課
を
認
め
六
存

一
映
と
断
ず
。

一
、
羅
什
鐸
の
映
丈
補
入
は
今
日
迄
信
ぜ
ら
れ
居

り
し
長
慶
年
中
読
は
誤
に
も
て
唐
初
期
に
遡
る
べ
き
こ
と
。

一
、
本
輕

の
流
傳
影
響

の
範
園
を
研
究
し
、
本
経

に
封
す
る
諸
家
の
見
解
を
概
概
せ
あ
。
」
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